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●3月定例会の概要
3月定例会は3月9日～21日まで開かれた。
平成29年度予算7件、平成28年度補正予算など28
議案を審議し全て可決した。陳情2件を採択し、国の
関係機関に意見書を送付した。

●移住定住推進事業 128万円
・移住定住推進委員会の開催、移住定住パン

フレットの作成

●商業等活用エリア整備事業 2,605万円
・松本信用金庫の現在地を駐車場として活

用するための費用。松本信用金庫は地域交

流センター東の用地に移転する。

●総合計画策定支援 108万円
・第6次総合計画策定に向け2500人の町

民アンケートを行う。

29年度予算額 対前年度増減

一般会計予算

工場誘致等特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

計

水道事業会計

合　計

48億6,800万円

608万円

12億2,606万円

1億2,644万円

1,201万円

6億7,345万円

69億1,204万円

2億2,444万円

71億3,648万円

7億5,500万円

0

△994万円

188万円

△7万円

3,831万円

7億8,518万円

1,121万円

7億9,639万円

　平成29年度各種会計予算の総額は71億3,648万円と
なり、前年度よりも7億9,639万円増える。

●地域交流センター建設 5億5,905万円

●道路整備費 1億1,610万円
・中学校グラウンド南から町民プール横を通り交流センター

へ向かう町道工事（740号線）

・あづみ病院南から中学校南に接続する町道（251号線）の

用地購入費・補償料（電柱移転経費など）

●緑地公園整備 4,545万円
・地域交流センター西に緑地公園を整

備する計画・測量費

●弓道場移転 4,303万円
・クレーテニスコートへの弓道場移転費

平成29年度予算一般会計予算 総額48億6,800万円　（対前年比7億5,500万円･18.4%増）過去10年の最大予算

目玉事業は目玉事業は
町なか再生を目指す“社会資本総合整備事業”に7億6,363万円

人間ドック補助金の増額・対象者拡大

地域交流センター完成イメージ図

総合福祉センターでの健康診断

2月に開かれたハーバルヘルスツーリズム育成講座

「花とハーブの里再ブランド化」の推進

●花とハーブの里再ブランド化事業 629万円
・ハーブの薬効などを活用したヘルスツーリズム※1の推進、

ハーブ講習会・講演会の開催

・花とハーブの里再ブランド化推進委員会の開催

●海外販路開拓等推進事業 500万円
・酒、米などの町特産品を安曇野市、松川村と連携し海外販路

を開拓する。

●中小企業・小規模事業者振興円卓会議 37万円
・中小企業・小規模事業者の振興策を関係者で検討する。

●外国人旅行者誘致事業 300万円
・国の地方創生交付金を用い、外国人向け観光パンフレットを作成する。

●Wi-Fiステーション整備事業 67万円
・創造館、美術館、役場にWi-Fiステーション※2を設置する。
※2 Wi-Fi：スマ－トフォンやタブレットなどで無線の電波により無料で高速通信ができるようになるシステム

平成29年度の各種会計予算移住定住対策・町なか
活性化に

〝地域　交流センター〞の建設を進め〝地域　交流センター〞の建設を進め〝地域　交流センター〞の建設を進め〝地域　交流センター〞の建設を進め

●人間ドック補助金の増額・対象者拡大 548万円
（対象：町国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者）

・１日ドック補助金　1万円から2万円に

・１泊ドック補助金　1万円から4万円に

・脳ドック補助金　　1万円を給付（新設）

・上記の補助金を75歳以上の後期高齢者にも給付

●３歳以上第３子以降保育料無料 714万円

●産後ケア事業委託料 14万円
・2丁目の産後ケア施設“おりん”利用料への助成

〈大幅に増えた理由〉
前年度は町長選挙を控えた骨格予算で
あったが、今回は「地域交流センター」
の建設などの社会資本整備の予算が盛
り込まれたことで大幅増となった。

◇国交付金 2億8,660万円
◇町基金から繰り入れ 2億円
◇起債（借金） 2億5,310万円
◇一般財源 2,393万円

財源構成

町民福祉･産業振興･移住　定住に向けた予算を可決町民福祉･産業振興･移住　定住に向けた予算を可決町民福祉･産業振興･移住　定住に向けた予算を可決町民福祉･産業振興･移住　定住に向けた予算を可決
町民交流の拠点となる
町民交流の拠点となる
町民交流の拠点となる町民交流の拠点となる

※1 ヘルスツーリズム：
旅を通じて健康増進・健康回復
を図り、日常の健康維持・疾病
予防に生かす取り組み。
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子どもへの仕送り
（他会計への繰り出し金）
130万円（26.7%）

貯金（積立金）4万円（0.8%）

配偶者のパート代
（寄付金、繰入金など）
58万円（11.9%）

親からの仕送り
（地方交付税、国・県支出金など）
261万円（53.6%）
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 平成29年度 池田さん家の家計簿
ち

ち 29年度一般会計予算48億6,800万円を
池田さん家（仮称、年間収入487万円）の家計に置き換えてみました

29年度一般会計予算48億6,800万円を
池田さん家（仮称、年間収入487万円）の家計に置き換えてみました

自分が稼ぐ給料（町税、使用料・手数料）と配偶者が稼ぐパート代（財産収入、寄付金、繰入金など）

は家計の31.6%にすぎない。町財源の68.4%は国の地方交付税・国庫支出金、県支出金、借金

（町債）、その他（地方消費税交付金など）で賄われている。社会資本総合整備事業を進めるため、

前年度に比べ国支出金は2.4億円、借金は1.5億円増えている。

人件費（職員給与など）、扶助費（生活保護費など）、公債費（借金返済）の義務的経費（支出が法

令などで義務付けられ、縮減できない性質の経費）が全支出の34.4%を占める。社会資本総合

整備事業を進めるため、前年度に比べ自宅改造費（建設事業費）が5億5千万円（303％増）増え

ている。

●借金残高の推移は減少傾向となる。

●実質公債比率（町収入に対する借金返済額の割合）は平成29年で6.6%である。28年度から増加傾向と

なっている。18％以上になると新たな借金をするのに、国・県の許可が必要となり、注意を要する。

町財政の今後の見とおし

その他（剰余税など）25万円（5.1%）
借金 47万円（9.7%）

給料（町税、使用料、手数料）
96万円（19.7%） 生活費（人件費、物品購入費、扶助費）

203万円（41.7%）

自宅改造費
（建物・道路などの工事費）
97万円（19.9%）

ローン返済（借金返済）
53万円（10.9%）

借金残高
（億円） （予想）
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年間487万円の収入源収入 年間487万円の使われ方支出

実質公債比率
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審
査
結
果
一
覧

区分 件　　　　　名 内　　　　容 審査結果

議案
北アルプス広域連合ふるさと市町村圏基金の財産
処分の変更

北アルプス広域連合が使用している建物の耐震改修費用に係る財源
変更

可決

議案
大町市及び池田町の北アルプス連携自立圏形成に
係る連携協約の変更

連携事業として、新たに広域観光、就労支援、保健、公共施設の利用
促進を加える

可決

議案
平成28年度町総合体育館耐震改修工事変更契約
の締結

新たな外壁クラックへの対応とバスケットボールゴール設置、バレー
ボール支柱増設を行うため工事変更契約を締結

可決

議案 職員定数条例の一部改正 町組織の改正に合わせ各部局の職員定数を改正する 可決

議案 職員の育児休業等に関する条例の一部改正
法律改正にともない、職員の育児休業に係る子の対象範囲拡大、介
護時間（1回につき2時間以内）を新たに規定する

可決

議案 税条例の一部改正
消費税率10%への改定が延期されたことによる必要な税条例改正
を行う

可決

議案 福祉医療費特別給付金条例の一部改正
児童扶養手当法施行令の改定に基づき福祉医療費特別給付金条例
の一部を改正する

可決

議案
高齢者地域支えあい拠点施設設置条例の一部改
正

28年度に新築・改築した5か所の地域公民館を高齢者地域支えあい
拠点町施設として認定し、地元自治会に管理を委託する

可決

議案 中小企業・小規模事業者振興基本条例の制定
町の中小企業・小規模事業者振興を図る基本となる施策を定めた条
例

可決

議案 福祉会館の指定管理者の指定
福祉会館の指定管理者に北アルプス広域シルバー人材センターを指
定する

可決

議案
豊町地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管
理者の指定

豊町地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者として豊町自
治会を指定する

可決

議案
三丁目地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定
管理者の指定

三丁目地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者として三丁
目自治会を指定する

可決

議案
相道寺地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定
管理者の指定

相道寺地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者として相道
寺自治会を指定する

可決

議案
滝沢地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管
理者の指定

滝沢地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者として滝沢自
治会を指定する

可決

議案
広津地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管
理者の指定

広津地区高齢者地域支えあい拠点施設の指定管理者として広津自
治会を指定する

可決

議案 ハーブセンターの指定管理者の指定 ハーブセンターの指定管理者として㈱てる坊市場を指定する 可決

議案 町道の路線廃止 町道120号・245号線・242号線を廃止する 可決

議案 町道の路線認定
町道の路線廃止にともない120号線・121号線・242号線・245号
線を新たに認定する

可決

議案 平成28年度一般会計補正予算
事業確定による補正と国の交付金を用いたスペースゼロの改築を
行う

可決

議案 平成28年度国民健康保険特別会計補正予算 事業確定による補正 可決

議案 平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算 事業確定による補正 可決

議案 平成29年度一般会計予算 29年度の新規・継続事業を定めた一般会計予算 可決

議案 平成29年度工場誘致等特別会計予算 29年度の工場誘致を進める予算 可決

議案 平成29年度国民健康保険特別会計予算 29年度の国民健康保険事業を進める予算 可決

議案 平成29年度後期高齢者医療特別会計予算 29年度の後期高齢者（75歳以上）医療事業を進める予算 可決

議案 平成29年度下水道事業特別会計予算 29年度の下水道事業を進める予算 可決

議案 平成29年度簡易水道事業特別会計予算 29年度の広津・陸郷地区の水道事業を進める予算 可決

議案 平成29年度水道事業会計予算 29年度の池田・会染地区の水道事業を進める予算 可決

陳情 耐震診断・耐震改修に関する陳情書 特定建築物・公共建築物の耐震化の推進を求める 採択

陳情 最低制限価格の設定に関する陳情書 建築物設計・監理業務の最低制限価格を90%以上の設定を求める 一部採択

陳情 国土交通省告示第15号の履行に関する陳情書 建築物設計・監理業務の業務報酬は国基準に準拠すること 採択

要望 平成29年度税制改正に関する要望 大北法人会から平成29年度税制改正に関する要望 趣旨採択

陳情
「共謀罪」創設に反対する意見書の採択を求める
陳情

「テロ等準備罪（共謀罪）」の制定反対を求め意見書の採択を求める 趣旨採択

陳情
「共謀罪（テロ等準備罪）」に反対する意見書の採択
を求める陳情

「テロ等準備罪（共謀罪）」の制定反対を求め意見書の採択を求める 趣旨採択

陳情 オスプレイ飛行訓練の中止を求める陳情 オスプレイ飛行訓練の中止を求める 採択

請願 給付型奨学金制度に関する請願書 給付型奨学金制度の改善を求める 採択

陳情
「テロ等準備罪（共謀罪）」の制定反対を求める陳
情

「テロ等準備罪（共謀罪）」の制定反対を求める 趣旨採択

同意 池田町教育委員会委員の任命について 田中　学氏を教育委員会委員への任命同意を求める 同意

発委 池田町議会委員会条例の一部改正 町組織改正にともない議会委員会担当名称の変更 可決

発議 オスプレイの飛行訓練の中止を求める意見書 オスプレイの飛行訓練中止を求める意見書を国へ上げる 可決

発議 給付型奨学金制度に関する意見書 給付型奨学金制度改善に関する意見書を国へ上げる 可決

３月定例会審査結果一覧
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問　“花とハーブの里”の景観づくりを進めるため苗代補助の苗を統一して同じ“花
とハーブ”を植えることができないか。また、“花とハーブ”の修景（景色を変え
ること）に専門家のアドバイスを受けることが必要では。

答　花とハーブのブランド化推進委員会で検討したい。

問　町道舗装修理が中途半端で、傷んでいる場所がある。まとめて舗装できないか。
今後、道路補修工事が増えるが、町の考えは。

答　町費での補修になる。財政的にも余裕がなく、自治会要望に基づく緊急性を要
する個所から行うことにならざるを得ない。

要望　町民の力も借り、工事費を安く抑えるシステムを考えて欲しい。

問　水道料金が高いので下げて欲しいとの町民要望がある。町の考えは。
答　人口減により毎年500万円程度収入が減っており、平成41年には収益がマイナ
スとなる見込みである。水道施設の更新もあり、将来を見据えて、平成30年に審
議会を開き、料金を検討したい。

問　水道料が高い理由・考え方を広報で分かりやすく説明して欲しい。
答　施設の更新計画、将来の収支計画を分かりやすく広報で説明したい。
要望　夏休みに上・下水道施設体験ツアーを再開して欲しい。

問　ワイン祭りをどのように取り組むか。実行委員に
公募で一般町民を加えられないか。

答　実行委員に商工会・ＪＡからも参加いただきたいと
考えている。一般町民の実行委員参加は検討する。

要望　議会で北海道のワイン祭りを視察し、勉強に
なった。町も視察をして欲しい。

問　地域交流センター西に緑地公園整備の計画予算
が盛られた。町民要望を聞く機会を設けて欲し
い。

答　設計したなかで要望を聞く機会を設けたい。

“花とハーブの
里づくり”の

進め方は

町道舗装の
傷みは

どうするか

水道料金が
高いが

今年の
ワイン祭りの

進め方は

町なかの
緑地公園の

整備は
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あなたの暮しと身近　な話題を聞きました
特 別 会 計 予 算 の 質 疑

今年で 4 回目を迎えるワイン祭り

緑地公園が予定されている旧西県道よ
り西の部分



予
算
決
算
特
別
委
員
会
質
疑

問　予算財源として町税１％増、地方消費税交付金2000万円増としているが、
国の税収は６年ぶりに減少している。財源確保は大丈夫か。

答　町の個人・法人とも所得が伸びているので町税１％増とした。また、ツルヤ
出店、太陽光発電設置の増により固定資産税の増も見込まれる。地方消費
税交付金の増は昨年度実績に基づいた。

問　ゴミ収集場までの距離が遠いとの苦情がある。高齢化も考え検討できない
か。県道沿いのゴミ収集場は「美しい町」にふさわしくない。

答　ゴミ収集場の設置は自治会にお願いしている。県道沿のゴミ収集場は用地
が見つからず苦慮している。高齢化もあるので検討してみたい。

要望　行政も援助して取り組んでいただきたい。

一口メモ  介護予防・日常生活支援総合事業（以降、総合事業）とは…
　高齢者が住み慣れた地域で、自立した日常生活を続けられるように支援する事業です。これま
で市町村が行ってきた「介護予防事業」に加え、「介護保険要支援の訪問介護・通所介護」と「多
様なサービス」を住民の皆さんや様々な団体が参画し、事業を展開します。介護予防事業では全
ての高齢者を対象に、住民による地域での介護予防事業（体操など）を強化します（写真参照）。
詳しくは北アルプス広域連合広報紙「井戸端かいご」をご覧ください。

問　移住定住推進協議会に不動産業者・商
工会・金融機関の他に移住定住者を加え
るべきでは。地域おこし協力隊員による
空家調査で成約に至った例はあるか。

答　移住定住者はアドバイザーとしてご協
力いただければと考えている。成約に
至った例はない。

問　訪問型サービスＢ・Ｃ、通所型サービスＣの受け皿となる組織は。
答　訪問型サービスBは住民主体へのサービスであり、社協の「サポートてるて

る」が受け皿となり、掃除・調理・ゴミ出しなどを行
う。サービスCは短期集中訓練であり、あづみ病院
と契約している。訪問型サービスCはあづみ病院
の理学療法士などが家庭訪問し、指導する。通所
型サービスCは「メンタルケアセンターあづみ」が
週１回送迎付きで行い、運動指導などを行う。

予算財源の
確保は

大丈夫？

ゴミ収集場の
見直しを

移住定住
対策の

進め方は

介護予防・
日常生活支援
総合事業の
進め方は
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あなたの暮しと身近　な話題を聞きました
平 成 29 年 度 一 般 会 計 予 算・

池田町に U ターンし自然農業を楽しむ北原夫妻
（1 丁目、町ホームページより転載）

東町で始まった介護予防体操サロン



予
算
決
算
特
別
委
員
会
質
疑

問　この事業を基点に「町なか」
をどうするかの展望が必要で
は。

答　「町なか」の開発を進めるに
は、計画づくりの検討とそれを
実現させる有利な財源確保が
必要となる。これを機会に、「町
なか」の整備計画まで持ち込
み、開発に踏み込みたい。

問　退会について広報などで町民
へ説明して欲しい。

答　広報で説明する。
【注】退会については、2月 22日
の議会協議会で町から説明があり、
議会の意志を求められた。議会で
討論し、賛成多数で同意した。

賛成理由：連合参加に要する経費
（約 150 万円）の費用対効果
がない。

反対理由：連合参加が美しい町づ
くりにつながる。

問　県道西のトイレを全て洋式化
できないか。県道東のトイレ
が臭う。新築できないか。

答　今回の修繕にトイレの洋式化
は入っていない。県道東のトイ
レは県の施設であり、県に建
て替えを要望している。

要望　県道東のトイレも全て洋式
にして欲しい。トイレの貼り紙
は移住定住のポスターを貼る
など有効利用に心がけて欲し
い。

【町なかの賑わい拠点整備事業内容】
町なかの賑わいの拠点としてスペース
ゼロを国交付金を用い新築する。町
債についても後年度50％交付税措置
される以下の事業を検討している。
○ビジネスや産業の創出
・レンタルオフィス、シェアキッチン
・商品開発スペース、晴れるや市
○居場所づくり：集いカフェ
○地域活動の拠点づくり

【事業内容、連合退会の理由】
町が平成 29 年度から“日本で最も
美しい村連合”からの退会を決めた
ことにより、町にある“連合”加盟記
載看板を撤去する。町は退会する理由
として次の点をあげている。
◦ 7年間の連合参加により、美しい
町づくりを行う意識が醸成され、連
合へ参加しなくても美しい町づくり
はできる。
◦町の開発を進めると連合の理念と
合わなくなる。

【事業内容】
◦県道西のトイレのパネルヒーターの
交換、照明の LED化

スペースゼロの新築

9,529 万円

“日本で最も美しい
村連合”看板撤去

21 万円

　ハーブセンターの
トイレ改修 

100 万円

【財源】◦地方創生拠点整備交付金：4,749 万円　◦町債：4,500 万円　◦一般会計：279 万円

【財源】一般会計：21 万円

【財源】一般会計：100 万円
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～平成 28 年度補正予算・質疑～

改修されるハーブセンターのトイレ

町なかのスペースゼロを新築

新築されるスペースゼロ（二丁目）



振
興
文
教
委
員
会
質
疑

《条例内容》
○町の中小企業・小規模事業

者の振興を図るための町・事
業者・町民などの役割を明記
する。

○具体的な振興策は円卓会議
で検討する。

《条例内容》
○来年度からの3ヵ年指定管理

者として㈱てる坊市場を指定
する。

○㈱てる坊市場の経営方針は、
地域特産品を普及し、生産者
と地域の潤いを目指す。

問　条例理念達成の進め方は。
答　15名の円卓会議で現状の見直しと今後
の必要な施策を検討する。

問　円卓会議で財源をともなう支援も出て
くるのか。

答　町で支援できることは実施していきた
い。

問　町で指定管理者に求めることは。
答　経費削減・客増加・農産物の拡大・花と
ハーブの再ブランド化にしっかり取り組
んでいただくよう約束している。

問　次期の指定管理はカモミールの会が、現
在運営している施設も含め、一体的に考
えることが必要では。

答　指定管理は、カモミールの会の意向を確
認しながら検討する。

【審査結果】全員の賛成で可決

【審査結果】全員の賛成で可決

【議案】

中小企業・
小規模事業者

振興条例

【議案】

ハーブセンターの
指定管理者の指定

陳 情 ・ 請 願 へ の 質 疑
区分 件名 内　容 質　疑 審査結果

陳情

国土交通省告示
第 15 号の履行
に関する陳情書

建築物の設計・監理業務
の業務報酬は建築士法の
規定に基づく大臣告示第
15 号に準拠すること

意見　努力義務であるが、予定価格の範
囲内なら国の方針でもあるので賛成であ
る。
行政意見　努力義務なので努力していき
たい。

採択

請願

給付型奨学金制
度改善に関する
請願書

給付型奨学金制度（返済
しなくても良い奨学金制
度）について、成績要件
の緩和など誰もが受けら
れる制度に改善を

意見　奨学金の返済が重く、人生まで狂
わしている。国も取り組んでいるので賛
成である。
意見　貧困が教育格差となり、是正措置
が必要なので賛成する。
行政意見　町としても検討していくこと
が必要と考えている。

採択
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質 疑

中小企業・小規模事業者振興条例を可決

振興文教委員会での



総
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委
員
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・
本
会
議
の
質
疑

陳 情 へ の 質 疑
区分 件名 内　容 質　疑 審査結果

陳情
耐震診断・耐震
改修に関する陳
情書

特定建築物・公共施設の
耐震改修を推進を求める

問　町の公共施設の耐震化はどうか。
答　ほとんどの公共施設はクリアしてい
る。

採択

陳情

最低制限価格の
設定に関する陳
情書

町建築物の設計・監理業
務の入札に当たっては
最低制限価格を設定し、
90% とすること

問　町の最低制限価格の基準は。
答　おおむね３分の２を基準としている。
意見　大きな自治体では 90％で良いが、

町は単価が小さいので心配である。
一部採択で良い。

最低制限
価格の設
定のみを
採択する
一部採択

要望
平成 29 年度税
制改正に関する
要望

大北法人会からの平成
29 年度税制改正に関す
る要望

問　法人税は資本金で企業を分けて課税
できるか。

答　可能である。自治体で対応は異なる。
趣旨採択

陳情

「共謀罪」創設
に反対する意見
書の採択を求め
る陳情書

「テロ等準備罪（共謀罪）」
創設に反対する意見書の
採択を求める陳情

意見　過去３回廃案になっている。戦前
の治安維持法と同じく個人の内心の
自由が侵されるので陳情に賛成であ
る。

意見　国会で審議中である。国と地方の
役割を分けて考えた方が良い。共謀
罪の認識が厳しいので趣旨採択で良
い。

趣旨採択

陳情

「 共 謀 罪（ テ ロ
等 準 備 罪 ）」 に
反対する意見書
の採択を求める
陳情書

同上 同上 趣旨採択

陳情

「テロ等準備罪
（共謀罪）」の制
定反対を求める
陳情

同上 同上 趣旨採択

陳情

オスプレイ飛行
訓練の中止を求
める陳情

オスプレイ飛行訓練の中
止を求める陳情

意見　事前にルートを出さないのは失礼
である。オスプレイの安全性に疑い
があるので陳情に賛成である。

意見　平和な国にオスプレイが飛ぶこと
に違和感がある。沖縄県民の不安を
取り除く考えで陳情に賛成である。

採択

池田町教育委員会委員に
田中 学氏の任命を議会同意（再任）しました。

《住所》池田町内鎌　　《年齢》47 歳　　《任期》4 年間

本会議の同意案件
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総
務
福
祉
委
員
会
・
本
会
議
の
質
疑

問　保育課が教育委員会に入り、教育委員会は大きくなる。組織運営に
支障が出ないか。

答　条例改正で教育委員会には、教育保育課と生涯学習課の 2課がお
かれる。２課の連携により支障は生じないと確信している。

問　子ども支援センターでも同じ問題があるがどうなるのか。
答　子ども支援センターを「子ども子育て推進室」に格上げし、ワンストッ
プで対応する。実務者部会で情報を共有し、役割分担を明確にして
対応する。

問　地元地区に利用率
を高めることを理解
してもらっているか。

答　利用率を調べ実施
率が低いところは改
善に取り組むよう求
める。

【採決】全員の賛成で可決

【採決】全員の賛成で可決

【議案】

町職員定数条例の
一部改正

【議案】

地域高齢者
支えあい拠点施設

（豊町、三丁目、相道寺、滝沢、広津）

を地元自治会の
指定管理とする条例 

次の３点から採択すべきとする。
①テロ防止のための国際条約に
日本は加盟しており、法案は必
要ない。
②テロ等準備罪でも共謀罪と同
じく、実行しなくても話し合い
で「組織的犯罪集団」とみなさ
れ、罪となる。刑法の原則が破
壊される。
③警察の恣意的な判断で罪とな
り、基本的人権が侵される。

次の２点から趣旨採択にすべき
である。
①共謀罪、特高警察、治安維
持法などの言葉は戦争をイ
メージする言葉で使うべき
言葉でない。
②町議会はこの法案に賛成・反
対する立場にない。

【陳情採択に賛成討論】 【趣旨採択に賛成討論】

【陳情】

「テロ等準備罪（共謀罪）」の

制定反対を求める陳情

《審査結果》 趣旨採択 

本会議の質疑
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新築された「三丁目高齢者支えあい拠点施設」

質 疑
5 地域高齢者支えあい拠点施設を

地元自治会の指定管理に

総務福祉委員会での



本
会
議
で
の
質
疑 

○平成28年6月議会で改修予算4億4864万円を議決。
○平成28年10月の臨時議会で4億1040万円の請負契約議案を議決。
○足場を組み外壁を高圧洗浄をしたところ新たなクラックが発見された
（クラック延長：115mから645mに）。この修理と併せ、バスケットボー
ルゴール設置とバレーボール支柱増設工事を行う。
○変更契約額は約1500万円増の4億2544万4400円となり、工期は3ヶ
月伸び、29年8月31日となる。

◦地域交流センター建設など
社会資本を整備する大型予
算となった。
◦会染保育園新設に向けた目
出し予算が出されなく残念で
ある。
◦町民要望にそった事務・事業
がなされることを期待する。
◦４月から機構改革により新た
な職員体制となるが、町民に
身近でやさしい行政を望む。

◦3歳以上・第３子以降保育料無料化、
中小企業・小規模事業者振興条例に
基づく円卓会議予算、花とハーブ再
ブランド化事業、児童センター長の
正規化と指導員の増員、人間ドック
補助金の増額などを評価する。
◦要望として次の３点の推進を求める。
①介護予防・日常生活支援総合事業の
充実
②児童センターの改善
③会染保育園の早期新設

＜賛成討論＞次の理由により賛成する。
①外壁クラックの修理は必要である。
②バスケットボールゴール設置とバレーボール支柱増設工事は国の緊急
防災・減災事業債の対象となり7割交付税措置されるので実施すべきで
ある。
③変更契約額は当初予算の範囲内である。

問　会染保育園の適当な位置が見つからないとのことであったが、町民
は早期の設置を要望している。専門家・保護者を含めた検討委員会を
設置し、予算化すべきと考えるが。

答　今模索をしているが、方向性を早く出したい。方向性が決まれば検討
委員会の設置もあり得る。

問　職員研修をしっかりやって欲しい。
答　来年度はマナー、専門分野などの中長期的研修計画を立て、専門家に
継続的にお願いし、池田町職員のめざすべき姿を明確にした研修を
実施していく。

変更契約議案の経過と説明

【 賛　成　討　論 】

【審査結果】全員の賛成で可決

【議案】

平成 28 年度

総合体育館の耐震改修工事
変更請負契約の締結

実質町負担額
約 1 億 1417 万円

【議案】

平成 29 年度

一般会計予算

《審査結果》
可決 

【意見】

会染保育園の
早期新築を

【意見】

職員研修の充実を
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質 討疑 論
より使いやすく、安心・安全な

総合体育館改修予算認める

本会議での

工事中の総合体育館



一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

池田町は１人 60 分の制限
時間内で質問します。議会だ
よりは、スペースの都合上、
質問と答弁が要約してあり
ます。臨場感ある本会議での
傍聴をお待ちしております。

あなたの を に町政町政声声
9 人が町長・副町長・教育長・各課長に
一般質問を行いました。

池田町議会だより　　第 114号　　2017 年 4月 26日発行13

質問者 質問事項

服部久子

１．就学援助入学準備金の増額と小学校も３月支給に
２．児童センターの改革と子どもの居場所の充実を
３．国民健康保険の都道府県化で保険料の負担はどうなる
４．住民に開かれた公民館を目指して

薄井孝彦

１．町民主役の町政の進め方について
２．町の大型建築工事に町内業者の受注機会増大を図る施策について
３．池田町の文化資源を活かす施策について
４．人口減少対策について

矢口新平
１．平成29年度予算について
２．人口増対策について
３．ふるさと納税について

倉科栄司
１．児童・生徒に対する防犯対策について
２．運転免許証の自主返納者に対する助成について
３．西県道の交通安全対策について

横澤はま
１．池田町人口減少に対する将来の対策について
２．地域交流センター今後の運営について
３．芸術・文化のふるさとづくりについて

矢口　稔
１．新しく整備される道路の安全対策について
２．行政が積極的に関わる「同級会」の開催について
３．町の国際化推進について

櫻井康人

１．松くい虫被害木の処理について
２．農産物の地産地消拡大を
３．地域おこし協力隊に期待することは何か
４．介護保険、総合事業への取り組みについて

大出美晴
１．移住定住促進係ができるが、その役割は
２．花とハーブの里ブランド化推進委員会を立ち上げたが、最終目的は
３．スポーツ振興を図るには

和澤忠志
１．児童センターのあり方について
２．教育問題の課題について

紙面の都合により、すべてを掲載できませんが、議事録は議会事務局や議会ホームページで閲覧できます。



議
会
　
一
般
質
問

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

の
増
額
と
小
学
校
も
3
月

支
給
に

問　

小
学
校
の
就
学
援
助
の

入
学
準
備
金
も
中
学
校
同
様

に
3
月
支
給
に
で
き
な
い

か
。
増
額
は
ど
う
か
。

答　

小

学

校

の
3
月

支
給
は
当
面
実
施
し
な

い
。
中
学
の
準
備
金
は
、

4
万
7
千
4
0
0
円
に
増

額
す
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー
の
改
善
を

問　

児
童
セ
ン
タ
ー
を「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」と「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」に
施
設
を

分
け
、過
密
状
態
の
解
消
を
。

答　

過
密
問
題
は
、
保
護
者

の
利
用
表
の
不
徹
底
も
原
因

し
て
い
る
。
会
染
小
学
校
の

空
き
教
室
も
利
用
し
、
改
善

を
図
る
。

問　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
職
員

全
員
が
臨
時
職
で
あ
る
。
改

善
を
。

答　

セ
ン
タ
ー
長
を
正
規
職

に
し
、職
員
2
人
増
員
す
る
。

問　

学
校
長
期
休
暇
時
の
セ

ン
タ
ー
の
開
館
時
間
を
保
育

園
と
同
じ
7
時
半
に
開
館
を
。

答　

平
成
29
年
度
か
ら
対
応

す
る
。

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
化
で
保
険
料
の
負
担
は

ど
う
な
る

問　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保

運
営
が
県
に
な
る
。
試
算
で

は
国
保
料
が
1
人
年
1
万

円
高
く
な
る
。
見
通
し
は
。

答　

決
定
で
は
な
い
。
こ
の

ま
ま
の
試
算
方
法
だ
と
29
年

度
は
上
が
る
と
思
う
。

問　

国
は
27
年
度
か
ら
国
保

財
政
支
援
に
1
千
7
0
0
億

円
を
出
し
、町
に
支
援
金
が

来
て
い
る
。町
の
国
保
基
金
が

1
億
5
千
9
0
0
万
円
に
な

る
の
で
保
険
料
引
き
下
げ
を
。

答　

国
の
支
援
金
は
保
険
税

軽
減
の
支
援
分
で
あ
る
。
国

保
財
政
の
安
定
運
営
の
た
め

基
金
は
計
画
的
に
活
用
す
る
。

問　

2
月
末
で
短
期
保
険
証

が
81
件
、
未
交
付
が
26
件
で

あ
る
。
未
交
付
を
ゼ
ロ
に
で

き
な
い
か
。

答　

納
付
者
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
全
く
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
短
期
保
険
証

を
発
行
し
な
い
。

住
民
に
開
か
れ
た
公
民
館

を
目
指
し
て

問　

公
民
館
使
用
申
請
時
に

「
内
容
を
聞
く
」と
し
た
が
、

検
閲
に
な
る
。ま
た
、前
回
の

使
用
取
り
消
し
は
社
会
教
育

法
に
抵
触
す
る
が
、ど
う
か
。

答　

公
共
施
設
で
使
用
内
容

の
確
認
は
当
然
で
あ
る
。
貸

出
し
は
運
営
方
針
に
沿
っ
て

行
っ
て
い
る
。

問　

池
田
町
の
文
化
資
源
を

活
か
す
た
め
次
の
施
策
が
と

れ
な
い
か
。

①
池
田
八
幡
神
社
例
大
祭
の

舞
台
・
お
舟
行
事
を
町
の
無

形
文
化
財
に
指
定
を
。
②
池

田
町
で
島
木
赤
彦
、
岡
麓
な

ど
著
名
な
短
歌
人
が
活
躍
し

た
。
ま
た
、
町
出
身
の
浅
原

六
朗
は
人
間
俳
句
、
父
親
が

中
島
出
身
の
荻
原
井
泉
水
は

自
由
律
の
俳
人
と
し
て
活
躍

し
た
。
こ
の
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、町
を
「
短
歌
・
俳
句
の
里
」

に
す
る
た
め
、
町
民
対
象
の

「
短
歌
・
俳
句
づ
く
り
の
初

心
者
講
座
・
講
演
会
」
を
公

民
館
で
開
催
を
。

答　

①
町
民
か
ら
指
定
へ
の

申
請
が
あ
っ
た
。
文
化
財
保

護
委
員
会
に
諮
問
す
る
。
②

公
民
館
の
講
座
で
、
町
民
対

象
の
「
短
歌
・
俳
句
づ
く
り

の
初
心
者
講
座
・
講
演
会
」

の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
を

問　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

次
の
施
策
が
と
れ
な
い
か
。

①
町
へ
移
住
定
住
す
る
世

帯
へ
の
補
助
金
制
度
の
創
設

を
。
②
結
婚
促
進
の
た
め
、

国
の
「
新
婚
生
活
支
援
補
助

金
」
の
導
入
を
。
③
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
ゼ

ロ
の
改
修
に
併
せ
、
町
な
か

活
性
化
の
デ
ザ
イ
ン
を
練
る

商
工
会
・
町
・
町
民
で
の
検

討
委
員
会
設
置
を
。

答　

①
来
年
度
中
の
制
度
創

設
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

②
来
年
度
、
事
業
実
施
に
向

け
検
討
す
る
。
③
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
進
捗
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。

町
の
大
型
建
築
工
事
に
町

内
業
者
の
受
注
機
会
増
大

を
図
る
施
策
を

問　

町
は
約
4
億
2
千
万
円

を
か
け
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
建
築
工
事
を
行
う
。こ
の

工
事
へ
の
町
内
業
者
の
受
注

機
会
増
大
を
図
る
た
め
次
の

施
策
が
と
れ
な
い
か
。

①
一
括
発
注
で
は
な
く
、
町

内
業
者
が
施
工
で
き
る
仕
事

（
電
気
工
事
・
外
構
工
事
な

ど
）
に
分
け
て
の
分
離
分
割

発
注
を
。

②
入
札
要
件
に
、
共
同
企

業
体
に
は
町
内
業
者
の
参
加

を
。
単
体
業
者
に
は
「
町
内

業
者
下
請
比
率
（
工
事
費
に

対
す
る
町
内
業
者
下
請
け
費

用
の
割
合
）」
の
設
定
を
。

答　

①
、
②
と
も
検
討
す
る
。

全
員
臨
時
職
の

児
童
セ
ン
タ
ー
の
改
善
を

服
部　

久
子 

議
員

【
教
育
課
長
】
セ
ン
タ
ー
長
を
正
規
職
と
し
、
指
導
員

２
人
を
増
員
す
る

池田八幡神社例大祭を
町の無形文化財指定に

薄井　孝彦 議員

【教育長】文化財保護委員会に諮問する
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過
密
状
態
が
続
く
会
染
児
童

セ
ン
タ
ー

池田八幡神社例大祭で9月23日宵、勢ぞろいした８台の舞台
（写真提供：町観光協会）



議
会
　
一
般
質
問

美
し
い
町
づ
く
り
は

問　
「
日
本
一
美
し
い
ま
ち
・

池
田
町
」の
ソ
フ
ト
事
業
は
。

答　
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
ブ
ラ

ン
ド
化
推
委
員
会
」・「
美
し

い
町
づ
く
り
推
進
員
会
」
及

び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連

携
し
、
第
3
日
曜
日
の
全

町
一
斉
清
掃
デ
ー
や
6
月
・

10
月
に
は
草
刈
の
日
を
設
け
、

町
の
美
化
を
推
進
す
る
。

在
宅
介
護
者
へ
の
支
援
は

問　

在
宅
介
護
者
へ
の
町
と

し
て
の
支
援
策
や
町
民
が
お

手
伝
い
で
き
る
施
策
は
。

答　

町
は
平
成
28
年
度
補
正

予
算
で
在
宅
介
護
給
付
金
を

復
活
さ
せ
支
援
し
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
介
護
保
険
要

支
援
1
・
2
の
方
の
通
所
介

護
と
訪
問
介
護
は
町
の
「
総

合
事
業
」
に
な
る
。
そ
れ
に

係
わ
る
経
費
は
来
年
度
予
算

に
計
上
し
た
。

　

町
民
の
お
手
伝
い
施
策
と

し
て
は
、「
総
合
事
業
B
型

サ
ー
ビ
ス
（
サ
ポ
ー
ト
て
る

て
る
等
）」
が
あ
り
、
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

人
口
増
対
策
は

問　

人
口
増
対
策
は
。

答　

当
町
は
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
住
環
境
は
整
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
住
宅
と
し

て
土
地
や
住
宅
が
不
足
し
て

い
る
。
空
き
家
調
査
に
よ
り
、

そ
の
利
活
用
を
交
渉
す
る
。

ま
た
、
短
期
の
滞
在
で
の
お

試
し
住
宅
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る

の
で
、
豊
町
教
職
員
住
宅

3
棟
を
お
試
し
住
宅
と
し

て
活
用
す
る
。

問　

土
地
開
発
公
社
の
未
処

分
の
土
地
売
却
の
見
通
し

は
。

答　

価
格
を
下
げ
若
者
住
宅

用
と
し
て
販
売
す
る
。
ま
た
、

滝
沢
6
区
画
に
つ
い
て
も

早
急
に
対
応
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は

問　

来
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
増
の
取
り
組
み
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
は
大
切

な
財
源
で
あ
る
。
来
年
度
は

積
極
的
に
取
り
組
み
、
倍
増

さ
せ
た
い
。

　

森
の
里
親
事
業
な
ど
の
関

連
企
業
や
池
田
町
出
身
者
・

商
工
業
関
係
な
ど
に
幅
広
く

協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

問　

一
人
当
た
り
の
寄
附
金

額
を
増
や
し
、
複
数
回
の
寄

付
に
は
、
返
礼
品
の
充
実
が

必
要
で
な
い
か
。

答　

返
礼
品
の
充
実
に
積
極

的
に
と
り
く
む
。

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
防

犯
対
策
に
つ
い
て

問　

こ
こ
数
年
町
内
で
不
審

者
な
ど
に
よ
る
声
か
け
な
ど

の
事
案
は
あ
っ
た
か
。

答　

町
内
で
は
な
か
っ
た
。

問　
「
こ
ど
も
を
守
る
安
心

の
家
」
の
プ
レ
ー
ト
を
掲

示
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
児

童
・
生
徒
が
身
を
護
る
た
め

駆
け
込
む
家
・
事
業
所
な
ど

を
登
録
し
て
い
る
。
町
内
に

百
二
十
余
の
家
な
ど
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
基
準
は
。

答　

毎
年
4
月
の
自
治
会

長
会
議
の
際
、
各
町
内
か
ら

報
告
さ
れ
る
。

問　

常
時
、
人
が
い
る
事
業

所
・
商
店
な
ど
は
全
て
登
録

さ
れ
て
い
る
か
。

答　

商
店
・
事
業
所
な
ど
全

て
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
登
録
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

問　

小
学
校
低
学
年
の
児
童

へ
の
対
策
は
。

答　
「
安
心
の
家
」
に
駆
け

込
む
こ
と
を
教
え
た
り
、
集

団
下
校
を
す
る
な
ど
し
て
い

る
。

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

者
に
対
す
る
助
成
に
つ
い

て問　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
多
発
を
受
け

て
、
事
故
を
減
ら
す
た
め
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
が
勧

め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
都
市

部
と
異
な
り
公
共

交
通
機
関
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地

域
で
は
、
免
許
証

返
納
と
同
時
に
日

常
生
活
に
不
便
を

き
た
す
こ
と
に
な

る
。
町
で
は
高
齢

者
の
免
許
証
自
主

返
納
者
に
町
営
バ

ス
の
無
料
乗
車
券
配
布
や
タ

ク
シ
ー
利
用
に
対
す
る
助
成

制
度
を
設
け
な
い
か
。

答　

町
で
は
現
在
22
枚
綴
り

の
町
営
バ
ス
割
引
回
数
券
を

2
冊
交
付
し
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
利
用
の
助
成
は
今
後

検
討
す
る
。

旧
西
県
道
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

問　

ス
ー
パ
ー
「
ツ
ル
ヤ
」

の
開
店
で
、
旧
西
県
道
の
交

通
量
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る

が
安
全
対
策
は
。

答　

県
道
追
分
線
か
ら
町
内

に
向
か
う
道
路
を
整
備
し
、

交
通
量
の
分
散
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会

も
今
後
の
街
頭
指
導
な
ど
を

協
議
し
て
い
る
。
町
も
更
に

啓
発
を
進
め
て
い
く
。

平
成
29
年
度
予
算
へ
の
町
長
の

熱
い
思
い
は

矢
口　

新
平　

議
員

【
町
長
】
大
型
建
設
事
業
を
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

児童・生徒に対する
防犯対策は

倉科　栄司 議員

【教育課長】集団下校など様々な対策を実施する
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子
ど
も
の
安
全
を
守
る
安
心
の
家

お試し住宅として使用される豊町教職員住宅



議
会
　
一
般
質
問

問　

地
域
再
生
と
し
て
の
人

口
減
少
対
策
の
周
知
は
。

答　
「
広
報
い
け
だ
」
や
「
町

政
懇
談
会
」
で
総
合
戦
略
の

施
策
の
紹
介
を
し
、
周
知
を

図
る
。

問　

町
民
と
の
協
働
に
よ
る

総
合
戦
略
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
進
行
は
。

答　

ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
改
修
事

業
を
、地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
に
よ
り
推
進
し
て

い
く
。

問　

組
織
改
正
の
体
制
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答　

職
員
の
資
質
向
上
や
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
職
員
配
置
に

よ
り
、
町
民
の
た
め
に
な
る

行
政
組
織
を
目
指
す
。「
企

画
政
策
課
」
の
新
設
に
よ
り
、

横
断
的
な
企
画
調
整
が
強
化

さ
れ
、
施
策
展
開
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
考
え
る
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
今

後
の
運
営
に
つ
い
て

問　

住
民
が
運
営
に
参

画
す
る
仕
組
み
作
り
は
。

答　

セ
ン
タ
ー
の
完

成
し
た
実
施
設
計
は

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
周

知
す
る
。
運
営
に
つ
い

て
は
、
５
月
の
初
め
に

説
明
会
を
開
催
し
、
意

見
、
要
望
を
伺
う
。

問　

セ
ン
タ
ー
内
外
の

環
境
整
備
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画

に
よ
り
維
持
管
理
し
て
い
く
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

や
施
設
の
応
援
団
な
ど
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

幼
児
か
ら
高
校
生
が
参

画
で
き
る
場
作
り
は
。

答　

親
子
交
流
室
、
図
書

コ
ー
ナ
ー
、
池
田
学
問
所
塾
、

学
校
行
事
な
ど
自
由
に
利

用
で
き
る
環
境
整
備
を
整
え

て
い
く
。
高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
、
池

工
生
に
よ
る
家
具
類
の
製

作
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
模
型

製
作
を
予
定
し
て
い
る
。

芸
術
・
文
化
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
に
つ
い
て

問　

教
育
現
場
に
お
け
る
県

歌
「
信
濃
の
国
」
継
承
は
。

答　

小
学
４
年
生
社
会
科
学

習
で
扱
う
が
、
中
学
校
で
は

ほ
と
ん
ど
歌
わ
れ
て
い
な
い
。

問　

池
田
町
芸
術
・
文
化
の

継
承
を
。

答　
「
池
田
小
唄
」
の
映

像
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

様
々
な
場
面
で
活
用
し
芸
術

文
化
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。「
北
安

曇
郡
歌
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
郡
歌
の
意
義
や
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

問　

旧
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
入

口
か
ら
あ
づ
み
病
院
ま
で
、

新
し
く
道
路
が
整
備
さ
れ

る
。
学
校
や
大
型
病
院
が
あ

る
こ
の
地
域
は
、
ス
ピ
ー
ド

を
出
す
必
要
の
な
い
道
路
で

あ
る
。
こ
の
地
域
を
30
キ
ロ

制
限
に
す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
「
ゾ
ー
ン
30
」
を
認
定

し
て
も
効
果
が
不
明
で
あ
る

の
で
、
現
時
点
で
は
申
請
を

考
え
て
い
な
い
。
ま
だ
道
路

が
無
い
状
況
で
の
申
請
は
で

き
な
い
。
地
元
の
協
力
と
機

運
が
必
要
で
あ
る
。
工
事
終

了
後
は
検
討
す
る
。

問　

人
の
命
が
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
。
命
を
軽
く
考
え
て

い
な
い
か
。
ま
た
、
機
運
は

行
政
で
も
つ
く
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

ど
う
す
れ
ば
安
全
な
道

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
公
安
委
員
会
、
交
通
安

全
協
会
な
ど
と
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

新
設
道
路
と
旧
西
県
道

線
と
の
交
差
部
分
は
ど
ち
ら

が
「
一
時
停
止
」
に
な
る
の

か
。

答　

工
事
完
了
直
後
は
ど
ち

ら
も
「
一
時
停
止
」
は
な
い
。

旧
西
県
道
線
側
に
「
指
導
停

止
線
」
の
白
線
を
引
く
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
、
公
安
委

員
会
で
正
式
に
決
定
す
る
予

定
で
あ
る
。

行
政
が
支
援
す
る
同
級
会

の
開
催
を

問　

町
の
人
口
も
1
万
人

を
切
っ
た
。
以
前
は
学
校
要

覧
な
ど
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

連
絡
先
が
わ
か
っ
た
が
、
近

年
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
住
所
す
ら
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
事
実
上
、
同
級

会
の
開
催
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。
結
果
、「
出
会
い
」

の
確
率
が
減
少
し
て
い
る
。

行
政
が
積
極
的
に
同
級
会
の

開
催
を
支
援
で
き
な
い
か
。

答　

本
年
も
8
月
に
成
人

式
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
個
人
情
報
提
供
協
力
な

ど
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
た
い
。

問　

他
の
市
町
村
で
は
、
同

級
会
開
催
へ
の
補
助
金
な
ど

の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

町
も
「
同
級
会
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
の
名
称
を
揚
げ

て
財
政
面
と
と
も
に
支
援
で

き
な
い
か
。

答　

財
政
状
況
は
厳
し
い

が
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
十

分
に
精
査
し
、検
討
し
た
い
。

　

池
田
町
人
口
減
少
に

対
す
る
対
策
は

横
澤　

は
ま 

議
員

【
町
長
】
総
合
戦
略
の
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

新しく整備される道路に
「ゾーン30」の指定を

矢口　稔 議員

【住民課長】現時点での申請は考えていない

池田町議会だより　　第 114号　　2017 年 4月 26日発行 16

芸
術
文
化
薫
る
池
田
小
唄

安全対策が懸念される西県道交差点（旧アップルランド
西側・一丁目）



議
会
　
一
般
質
問

問　

大
北
森
林
組
合
の
現
状

は
。

答　

経
営
計
画
を
策
定
し
、

国
、
県
補
助
金
の
返
還
計
画

を
県
に
提
出
し
た
。
活
動
現

状
は
昨
年
9
月
に
公
共
事

業
の
指
名
停
止
解
除
に
よ
り

県
市
町
村
発
注
の
治
山
、
松

林
整
備
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

問　

大
北
森
林
組
合
に
対
し

当
町
へ
の
補
助
金
返
還
は
。

答　

間
接
及
び
単
独
補
助
金

総
額
で
1
4
7
5
万
7
3
8
7

円
で
あ
る
。

問　

宅
地
、
道
路
周
辺
の
枯

れ
松
の
処
理
は
。

答　

全
て
が
所
有
者
責
任
で

の
処
理
と
な
る
。

農
産
物
の
地
産
地
消
の
拡

大
を

問　

町
内
の
飲
食
店
で
の
池

田
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
。

答　

ビ
ス
ト
ロ
カ
モ
ミ
ー
ル

で
の
料
理
提
供
を
含
め
、
各

飲
食
店
で
も
地
元
産
を
提
供

し
て
い
る
店
も
い
く
つ
か
あ

る
。
今
後
、
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
宿
泊
施
設

や
食
事
を
提
供
す
る
事
業
所

な
ど
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　

新
た
な
地
産
地
消
の
日

設
定
を
。

答　

食
育
推
進
計
画
で
も
毎

月
19
日
が
「
食
育
の
日
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
地
域

住
民
に
周
知
し
、
地
産
地
消

に
つ
い
て
も
住
民
に
周
知
し

た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

問　

隊
員
へ
の
期
待
と
隊
員

の
意
気
込
み
、
任
期
後
の
定

住
の
可
否
は
。

答　

地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
の
人
口
増
対
策
、
人
が
集

い
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
常
に
都
会
感
覚
を

ベ
ー
ス
に
し
た
取
組
み
を
期

待
す
る
。
ま
た
、
日
頃
の
業

務
態
度
か
ら
、
町
の
た
め
に

「
頑
張
る
」
と
の
決
意
も
感

じ
ら
れ
る
。
隊
員
の
任
期
後

の
定
住
に
つ
い
て
は
、
隊
員

の
生
活
基
盤
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で

協
力
隊
制
度
な
ど
を
活
用
し
、

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
と
は

問　

当
事
者
の
絞
込
み
か
ら

利
用
手
続
き
ま
で
の
流
れ
は
。

答　

対
象
は
要
支
援
1
、2

の
方
で
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
内
容
数
が
多
い
。
町
は

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
何
を
選
択
す
る
か
を
判
定

し
、
ご
本
人
の
同
意
の
も
と

決
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、
施
設
と

契
約
し
、
支
援
が
始
ま
る
。

問　

移
住
者
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

答　
「
移
住
推
進
組
織
」
を

立
ち
上
げ
る
。
先
に
移
住
し

生
計
を
営
ん
で
い
る
方
々
に

「
移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と

し
て
委
嘱
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

特
に
災
害
時
の
人
命

は
、
地
域
と
の
繋
が
り
が
大

切
と
思
う
が
。

答　

常
日
頃
の
住
民
の
絆
が

人
命
に
影
響
す
る
。
こ
の
こ

と
を
、
移
住
さ
れ
る
方
に
も

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
移
住
定
住
促
進
係
を
中

心
に
、
自
治
会
と
の
間
に
立

ち
話
し
合
い
を
し
パ
イ
プ
役

に
努
め
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
と
の
関

係
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
、
町
の
特

産
品
を
試
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
移
住
促
進
に
繋
が
る

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
。

花
と
ハ
ー
ブ
の
里
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
委
員
会
の
進
め

方
は

問　

宿
泊
施
設
誘
致
を
考
え

て
は
。

答　

民
間
業
者
の
誘
致
を
考

え
る
。
ま
た
、
農
家
民
宿
や

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
小
規

模
な
宿
泊
施
設
の
研
究
を
進

め
て
い
く
。

問　

ハ
ー
ブ
が
町
民
利
益
に

な
る
施
策
は
。

答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

力
も
強
化
し
、特
産
品
・
ハ
ー

ブ
関
連
商
品
の
開
発
の
取
り

組
み
、
本
格
的
に
検
討
し
て

い
く
。

問　

ハ
ー
ブ
の
拠
点
施
設

間
（
夢
農
場
・
ハ
ー
ブ
セ
ン

タ
ー
・
八
寿
恵
荘
）
の
つ
な

が
り
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

推
進
委
員
会
の
会
議
に

お
い
て
、
情
報
や
意
見
の
交

換
を
行
う
中
で
具
体
的
な
繋

が
り
を
強
め
て
い
く
。
ま
た

関
係
拠
点
で
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
に
対
す
る
観
光
P
R

も
強
化
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
進
め
る

に
は

問　

教
育
委
員
会
と
小
中
学

校
と
の
連
携
と
協
力
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

小
中
学
校
と
町
が
相
互

協
力
の
も
と
、
連
携
強
化
を

図
る
と
共
に
、
子
ど
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
提

供
に
努
め
る
。

問　

地
域
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ

が
気
軽
に
出
来
る
つ
な
が
り

強
化
を
。

答　

新
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
力

向
上
元
年
と
位
置
づ
け
、
子

ど
も
を
含
め
た
町
全
体
で
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ

く
り
を
考
え
て
い
く
。

松
く
い
虫
被
害
木
の
処
理
は

櫻
井　

康
人 

議
員

【
振
興
課
長
】
枯
れ
松
、
樹
木
な
ど
の
管
理
は
所
有
者

責
任
と
な
る

移住定住促進係の
役割は

大出　美晴 議員

【町長】移住定住者と自治会とのパイ
プ役に努める
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深
刻
な
松
く
い
虫
被
害
木

山
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
大
好
き
で

移
住
し
た
名
塚
ご
夫
妻（
滝
の
台
）



議
会
　
一
般
質
問

児
童
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

問　

会
染
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、

放
課
後
児
童
の
利
用
者
が
多

く
、
安
全
・
安
心
が
保
て
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
即

急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

対
応
策
は
。

答　

29
年
度
は
、
会
染
小
学

校
の
空
き
教
室
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
過
密
を
解
消
し

た
い
。

問　

将
来
的
に
は
、
学
童
ク

ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
の
か
。

答　

現
在
の
児
童
館
は
利
用

者
の
規
制
が
な
い
こ
と
、
無

料
で
使
え
る
こ
と
な
ど
の
利

点
が
あ
る
。
現
形
態
を
活
か

し
、
創
意
・
工
夫
し
た
い
。

問　

本
当
に
子
ど
も
達
の
こ

と
を
考
え
る
な
ら
、
も
っ
と

早
い
対
応
が
可
能
と
思
わ
れ

る
。
取
り
組
み
の
ス
ピ
ー
ド

感
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ

る
が
。

答　

職
員
は
「
ス
ピ
ー
ド
」

を
意
識
し
、
仕
事
に
取
り
組

む
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
役

場
内
で
の
情
報
共
有
、
報
告

・
連
絡
・
相
談
を
し
っ
か
り

行
い
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
決
断
力
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
行
政
運
営
に

当
た
っ
て
い
く
。

教
育
課
題
に
つ
い
て

問　

次
期
学
習
指
導
要
項
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

（
A
L
）」
の
取
組
み
は
。

答　

小
学
校
で
は
、
子
ど
も

の
気
づ
き
や
疑
問

を
も
と
に
授
業
づ

く
り
を
行
っ
て
い

る
。

　

中
学
校
で
は
、

人
間
関
係
の
形
成

に
、
道
徳
や
特
別

活
動
で
グ
ル
ー
プ

学
習
や
ペ
ア
学
習

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学

習
支
援
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
い
る
。

問　

少
子
化
に
よ
る
小
学
校

統
一
の
考
え
は
。

答　

児
童
生
徒
数
の
推
移
を

み
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

小
中
一
貫
校
の
考
え
は

問　

29
年
度
か
ら
、
保
育
園

が
教
育
委
員
会
の
管
轄
と
な

る
が
、
小
中
一
貫
校
の
考
え

は
あ
る
か
。

答　

近
年
、
子
ど
も
の
発
達

の
観
点
か
ら
小
中
一
体
化
の

議
題
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
組
織
改
正
を
機
会

に
、
保
小
中
一
貫
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
池
田

工
業
高
校
や
安
曇
養
護
学
校

と
の
連
携
強
化
も
視
野
に
入

れ
て
い
き
た
い
。

会
染
児
童
セ
ン
タ
ー
の

問
題
解
決
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

和
沢　

忠
志 

議
員

【
副
町
長
】
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
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新設された案内看板

2 月 22 日に臨時議会が開催され、「池田町課設置条例等の
一部を改正する条例」議案を審議し、可決した。

4月から町の組織を改正　２月臨時会

議会協議会での質疑
問　「花とハーブの里づくり」推進室などを設置できないか。

答　検討したが困難であった。係員１名を増員する。

要望　組織改正にともなう職員配置は十分に調整して欲

しい。

◎防災の推進	 総務課に消防防災係を新設
◎町づくりの推進	 企画政策課を新設
◎移住定住の推進	 企画政策課に移住定住促進係を新設
◎健康・福祉・子育	 福祉課を健康福祉課に名称変更
　支援の推進	 子ども子育て推進室を新設
◎生涯学習の推進	 教育委員会に生涯学習課を新設
◎保育課の統合	 教育課を教育保育課に名称変更
	 教育保育課に保育係を新設　
◎産業振興の推進	 振興課を産業振興課に名称変更
	 産業振興課に商工係と観光係を置く

組織改正のポイント

人口減少を踏まえた町の維持と活性化

安心して暮らせる町づくり推進を目的に

4 月 1 日から 町の組織改正 を実施

８課22係が9課１室24係に

高
瀬
中
学
校
で
学
習
支
援
に
使
わ
れ
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト



議
会
視
察
研
修

話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

○
臨
時
職
員
で
な
く
正
職
員

で
仕
事
を
進
め
て
い
る
こ

と
が
成
功
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

6
小
浜
ま
ち
の
駅「
旭
座
」

に
つ
い
て

○
旭
座
は
明
治
時
代
に
あ
っ

た
芝
居
小
屋
を
復
元
し
た

も
の
で
、
か
つ
て
の
吾
妻

座
を
想
起
さ
せ
た
。
休
日

に
は
関
西
落
語
の
公
演
が

行
わ
れ
、
市
民
が
楽
し
み
、

観
光
客
も
呼
べ
る
良
い
施

設
だ
と
思
っ
た
。

な
り
、
心
が
通
う
「
食
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

○
昼
食
先
の
食
堂
の
入
口
に

「
地
産
地
消
認
定
○
号
店
」

の
看
板
が
あ
り
、
取
り
組

み
の
浸
透
と
市
民
の
理
解

度
が
感
じ
ら
れ
た
。

○
給
食
は
「
身し

ん

ど

ふ

じ

土
不
二（
※
）
」

の
考
え
で
行
わ
れ
て
お
り
、

町
で
も
で
き
る
か
検
討
に

値
す
る
。

○
食
育
の
町
づ
く
り
に
は

行
政
の
取
り
組
み
と
共
に
、

町
民
自
ら
の

活
動
を
高

め
る
体
制

構
築
が
必

要
と
感
じ
た
。

○
福
井
県
は

全
国
学
力

テ
ス
ト
で
も

上
位
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
も

盛
ん
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

「
し
っ
か
り

食
べ
る
」
と

言
う
習
慣
づ

け
も
影
響

し
て
い
る
と

食
国
若
狭
お

ば
ま
食
文
化

館
」
を
完
成

さ
せ
た
。

○
文
化
館
は

日
本
の
食
の

テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
し
て
設

計
さ
れ
多
く

の
観
光
客
を

集
め
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ

ン
や
キ
ッ
ズ

キ
ッ
チ
ン
で

子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で

食
育
を
学
べ
る
。
こ
れ
に

は
約
95
人
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
い
る
。

○
小
中
学
校
の
給
食
は
全
て

自
校
給
食
で
、
米
飯
は
全

て「
7
分
づ
き
米
」で
あ
る
。

5
小
浜
市
の
「
食
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
感
想

○
地
域
の
資
源
を
活
か
す
前

市
長
の
発
想
は
素
晴
ら
し

い
。

○
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か

ら
始
ま
っ
た
食
育
の
町
づ

く
り
で
あ
っ
た
が
、
市
民

の
実
践
や
条
例
化
に
よ
り

市
民
と
市
職
員
が
一
体
と

を
定
め
た
。

○
条
例
制
定
と
同
時

に
、
市
内
12
地
区

ご
と
に
地
域
住
民

に
よ
る
「
地
域
振

興
計
画
」
を
策
定

し
、
市
民
の
手
で

食
育
の
実
践
活
動

が
行
わ
れ
た
。

○
小
浜
市
は
「
食
の

ま
ち
づ
く
り
」
の

拠
点
施
設
と
し
て
、

　

平
成
15
年
、「
御

◎
小
浜
ま
ち
の
駅
旭
座
（
施

設
見
学
）

4
小
浜
市
の
「
食
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
取
り
組
み

○
小
浜
市
（
人
口
約
3
万

人
）
は
古
く
か
ら
豊
富
な

海
産
物
に
恵
ま
れ
、
朝
廷

の
食
を
ま
か
な
う
御
食
国

（
み
け
つ
く
に
）
と
呼
ば

れ
て
い
た
。

○
こ
の
特
徴
を
活
か
す
施
策

と
し
て
、先
代
の
村
上
利

夫
市
長
は「
食
の
ま
ち
づ

く
り
」を
行
政
の
中
心
と

す
る
理
念
を
決
め
、平
成

13
年
、全
国
で
初
め
て「
食

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
※
）
」

1
目
的

　

町
は
食
育
の
町
づ
く
り

を
進
め
る
「
池
田
町
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

議
会
も
食
育
の
先
進
地
で
あ

る
小
浜
市
の
取
り
組
み
を
学

び
、
条
例
化
を
視
野
に
今
後

の
活
動
に
活
か
す
。

2
日
程

○
平
成
29
年
1
月
26
日
〜

27
日

3
視
察
地

◎
御
食
国
（
み
け
つ
く
に
）

若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館（
市

担
当
者
か
ら
小
浜
市
の
食

育
の
ま
ち
づ
く
り
の
説
明

と
食
文
化
館
の
見
学
）

※「
食
」を
中
心
に
健

康
・
福
祉
・
環
境
・
産

業
な
ど
の
町
づ
く

り
を
進
め
る
条
例

※
人
は
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で

生
産
さ
れ
た
も
の
を
食
す
る

こ
と
が
体
に
最
も
良
い
。
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「食育」発祥の地

福井県小
おばま

浜市で学ぶ

御
みけつくに

食国若狭おばま食文化館

大正ロマン風建築を復元した「旭座」

織田信長が徳川家康をもてなした食事の展示



町
政
要
望
に
対
す
る
町
か
ら
の
回
答
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町 か ら の 回 答 が あ り　 ま し た
池田町議会は“開かれた議会”を目指し、昨年の 11 月から 12
月に第４回「町民の皆さんと議会との意見交換会」を開催しました。
出された意見を基に町政要望書をつくり町に提出し、このたび町
から回答がありました。その概要をお知らせします。

要望事項 町回答

①会染保育園を安全な
場所に早期建設を。

②プレミアム商品券が
多くの人に行きわた
り、恵まれない方に
も利用できるように
工夫を。

③水道料金のクレジッ
トカード支払の導入
を。

① 28 年度の出生児数が大幅
に減少したので、今後の動
向をみて方針を検討する。

② 28 年度の課題を商工会と
共有し、改善を図る。

③導入は、料金システムの改
修やシステム使用料などで
新たな費用増となる。利用
率を考えると、導入は困難
である。

①旧上原商店跡地の利
用促進を図る施策を
積極的に。

②松本信用金庫が地域
交流センター東に移
転したのちの跡地利
用は駐車場、トイレ、
イベント広場などの
検討を。

①町全体の未利用公共用地と
合わせ、総合的に活用方法
を検討していく。

②松本信用金庫跡地は 29 年
度中に取得予定である。町
なかの町営駐車場及び観光
協会の駐車場としての活用
を計画している。

①地域交流センターで
は、町民が気軽に飲
食できるように検討
を。

②冬期、あづみ野広場
マレットゴルフ場の
トイレが男女１台の
使用で不便なので、
改善を。

①交流センターのフリース
ペース、ホール、中ホール
とも飲食自由にできるよう
計画しています。

②基本的に河川敷内であるこ
と、水道、電気の引き込み
が容易ではないこと等、冬
期間の維持管理は課題と
なっている。改善策を検討
する。

会染保育園の早期建設を

プレミアム商品券の工夫を

水道料金の
クレジット支払いを

 旧上原商店跡地の
利用促進を

 松本信金の跡地利用を

地域交流センターでの
飲食可を

あづみ野広場の
冬季トイレ利用を



町
政
要
望
に
対
す
る
町
か
ら
の
回
答
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町 か ら の 回 答 が あ り　 ま し た

要望事項 町回答

　近隣自治体と比較すると、
町は次の点で支援策の水
準が低い。人口増などの
観点から同水準に近づく
よう下記の点の努力を。

①保育料第三子以降の無料
化を未満児も対象に

②乳幼児（満 3 歳未満児）
在宅育児支援金の支給を

③移住・定住補助金の支給を
④住宅リフォーム助成制度

の再開を

①愛着形成、町の保育
体制などの観点から、
当面 3 才以上児を対
象とし、今後、検討
する。

②平成 29 年度中に「出
産・成長祝金」の検
討を行う。 

③移住定住推進係で、
町にあった補助制度
を検討する。 

④実施予定はない。

① 内 鎌 地 区 の 災 害 時 第 1
次避難所・避難地の見直
しを。

②地域交流センターも避難
所として使えるように検
討を。

③防災無線に雑音が入り聞
こえないので対策を。

①・②
新設される消防防災
係で検討する。

③外部アンテナの設置
で解消される。
不具合の場合は、役
場総務課に個別連絡
をお願いしたい。

①県道より西で、町の南か
ら北へ貫ける道路計画を
高瀬川堤防道路も含め、
明確に。

②高瀬橋と高瀬大橋の間に
橋（仮称：細野橋）を設
置できるよう検討を。

①南北方向の幹線道路
の整備は、高瀬川堤
防道路の複線化も含
め検討していく。

②松本糸魚川連絡道路
の整備にあわせ、引
き続き関係機関へ要
望していく。

第３子以降保育料の
無料化を

在宅育児支援金の創設を

移住定住補助金の創設を

避難場所・避難地の
見直しを

防災無線の雑音対策を

高瀬川堤防道路の
交互通行を

細野橋（仮称）の設置を



子
ど
も
の
発
達
障
が
い
・
常
任
委
員
会
活
動

神
谷
室
長
の

「
発
達
障
が
い
・
愛
着
障
が

い
」
学
習
会
を
開
催

　

総
務
福
祉
委
員
会
で
は
、

平
成
29
年
1
月
16
日
か
ら

3
回
、
神
谷
室
長
に
よ
る

「
発
達
障
が
い
・
愛
着
障
が

い
」の
学
習
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
の
感
想
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
愛
着
障
害
に
つ
い
て

愛
着
は

「
人
を
信
頼
で
き
る
人
生
」

の
基
礎

　

乳
児
期
の
子
ど
も
は
、
大

人
に
対
し
て
圧
倒
的
に
無
力

で
す
。
大
人
の
保
護
な
し
に

は
生
存
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
子
ど
も
は
特
定

の
大
人
に
対
し
て
強
い
情
緒

的
な
絆
を
結
び
、
そ
の
大
人

に
守
ら
れ
な
が
ら
人
生
の
船

出
を
し
ま
す
。こ
の
絆
が「
愛

着
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
子
ど

も
は
、
適
切
な
愛
着
を
獲
得

す
る
こ
と
で
、「
他
の
人
を

信
頼
し
て
大
丈
夫
な
の
だ
」

と
い
う
人
生
観
の
基
礎
を
創

り
上
げ
る
の
で
す
。

　

前
々
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
予
算
決
算
特
別
委
員
会
審

査
で
「
子
ど
も
の
発
達
障
害
」
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。

詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
、
町
子
ど
も
子
育
て
推
進
室
長
神

谷
哲
彦
さ
ん
に
２
回
に
わ
た
り
に
書
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
愛
着
障
害
」
編
で
す
。

ま
す
。

　

反
応
性
愛
着
障
害
は
、
前

述
し
た
愛
着
の
障
害
が
、
知

的
発
達
の
遅
れ
と
か
、
自
閉

症
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
発

達
障
害
な
ど
の
要
因
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
病
的
に
不
適

切
な
養
育
の
影
響
に
よ
り
、

そ
う
し
た
養
育
環
境
へ
の
反

応
と
し
て
現
れ
た
も
の
で

す
。

　

反
応
性
愛
着
障
害
に
は
抑

制
型
と
脱
抑
制
型
が
あ
り
ま

す
。

　

抑
制
型
は
、
対
人
関
係
の

う
ま
く
い
か
な
さ
が
、
内
に

こ
も
る
方
向
で
極
端
に
示
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
学
校
生

活
で
は
「
ひ
と
り
で
い
て
も

平
気
」、「
い
じ
め
ら
れ
て
も

無
抵
抗
」、「
他
者
に
対
し
て

無
関
心
」
と
い
っ
た
特
徴
に

な
っ
て
現
れ
ま
す
。い
わ
ば
、

自
分
を
押
さ
え
込
ん
で
し
ま

う
方
向
で
愛
着
障
害
が
現
れ

て
く
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
脱
抑
制
型
と
は
、
表

面
的
に
は
社
交
性
を
示
す
場

合
で
、
相
手
を
構
わ
ぬ
な
れ

な
れ
し
さ
や
、
相
手
に
対
す

る
感
情
表
現
の
不
安
定
さ
と

い
っ
た
特
徴
に
な
っ
て
現
れ

◯
概　

念

　

愛
着
障
害
と
は
、
こ
の
よ

う
な
人
間
関
係
の
基
盤
形
成

に
失
敗
し
た
状
態
で
す
。
そ

れ
は
単
に
、
い
ま
目
の
前
に

い
る
人
が
嫌
い
だ
と
い
う
レ

ベ
ル
の
問
題
で
は
な
く
、
そ

も
そ
も
他
の
人
へ
の
信
頼
を

築
く
と
い
う
能
力
そ
の
も
の

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
。

　

こ
こ
で
、
筆
者
が
皆
さ
ん

に
ご
理
解
頂
き
た
い
内
容

は
、
愛
着
障
害
の
狭
義
で
、

ア
メ
リ
カ
の
精
神
医
学
会
が

示
す
反
応
性
愛
着
障
害
の
こ

と
な
の
で
、
以
下
に
そ
の
説

明
を
い
た
し
ま
す
。
日
本
で

も
最
近
、
愛
着
障
害
と
し
て

話
題
に
さ
れ
る
の
は
こ
の
こ

と
が
多
い
と
受
け
と
め
て
い

ま
す
。
自
分
の
言
動
を
社
会

的
に
適
切
な
範
囲
で
調
整
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

方
向
で
の
現
れ
と
考
え
て
い

い
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
「
他
の
人

へ
の
信
頼
を
築
く
と
い
う
能

力
そ
の
も
の
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
」
を
受
け
「
自
分
の
言
動

を
社
会
的
に
適
切
な
範
囲
で

調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
状
態
に
ま
で
す
る
養
育

環
境
と
は
何
で
し
ょ
う
。
代

表
的
な
も
の
の
一
つ
と
し
て

と
し
て
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト

（
養
育
放
棄
）
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
近
よ
く
聞
く

言
葉
で
す
が
、
こ
の
問
題
も

奥
深
く
、
正
し
い
理
解
と
啓

発
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
参
り
ま

し
た
発
達
障
害
、
愛
着
障
害

と
虐
待
の
関
連
は
多
く
の
専

門
家
が
指
摘
し
て
お
り
、
直

接
、
間
接
、
何
ら
か
の
形
で

子
育
て
に
関
わ
る
皆
さ
ん
、

地
域
を
創
造
す
る
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い

課
題
と
言
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
発
達
障
害
と
愛

着
障
害
を
併
せ
持
つ
ケ
ー

ス
、
障
害
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
そ
の
傾
向
が
あ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、複
雑
で
す
。

　

以
上
、
発
達
障
害
と
愛
着

障
害
に
つ
い
て
文
科
省
の
資

料
を
引
用
し
な
が
ら
簡
単
に

ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
抜

本
的
な
解
決
策
、
魔
法
の
杖

は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
社
会

が
、
大
人
が
こ
の
こ
と
を
正

し
く
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
心
を
込
め
て
丁
寧
に

実
践
す
る
行
為
を
粘
り
強
く

繰
り
返
す
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
ど
も
の
可
能
性
を
十

分
発
揮
さ
せ
る
の
が
大
人
の

務
め
、
先
ず
学
び
、
実
践
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
を
無
条
件
で
信
じ
、

自
信
を
持
ち
、
人
も
信
じ

る
。
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず

に
頑
張
り
た
い
。
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

○
人
は
そ
れ
ぞ
れ
性
格
や
得

意
分
野
が
違
い
ま
す
。
発

達
障
害
は
、
そ
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
教
育
者

や
保
護
者
は
認
識
さ
れ
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。

〇
常
に
新
し
い
情
報
を
得
る

こ
と
。
安
易
な
判
断
を
せ

ず
、
複
眼
的
な
視
点
で
特

徴
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
な
ど
大
切
な
視
点
を
学

び
ま
し
た
。
町
全
体
で
正

し
い
理
解
を
深
め
る
機
会

も
つ
く
れ
た
ら
と
思
い
ま

し
た
。

「
子
ど
も
の
愛
着
障
害
」 

に
つ
い
て

《
総
務
福
祉
委
員
会
報
告
》

子
ど
も
子
育
て
推
進
室
長

神
谷
　
哲
彦

《
略
歴
》

長
野
県
教
員
と
し
て
11
校
勤
務
、
町
福
祉
課

子
ど
も
子
育
て
推
進
室
長
、
日
本
発
達
障
害

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
が
の
理
事
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神谷室長の子育て学習会



振
興
文
教
委
員
会
報
告

　
議
会
主
催
の
食
育
講
演
会

が
2
月
21
日
、
町
役
場
で

開
か
れ
た
。
講
師
は
、
39
年

間
県
内
各
学
校
の
給
食
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
、
文
部
省
食

育
推
進
委
員
の
市
場
祥
子

（
い
ち
ば
さ
ち
こ
）
氏
で
、

実
践
に
裏
付
け
ら
れ
た
熱
い

話
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

⒈
講
演
内
容

○
一
人
一
人
た
く
ま
し
い
子

ど
も
に
育
た
な
け
れ
ば
地

域
は
活
性
化
し
な
い
。

○
食
は
命
と
直
結
し
て
お
り

子
ど
も
の
心
と
体
を
つ
く

る
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
激
し
い

運
動
に
耐
え
ら
れ
る
に
は

小
中
学
校
の
食
事
が
大
切

で
あ
る
。

○
平
成
17
年
に
制
定
さ
れ
た

食
育
基
本
法
の
背
景
に
は

朝
食
欠
食
児
童
の
増
加
、

偏
食
、
孤
食
化
な
ど
に
よ

り
子
ど
も
の
食
生
活
の
乱

れ
が
あ
る
。

○
食
育
基
本
法
の
ね
ら
い
は

子
ど
も
た
ち
の
育
成
で
あ

り
、
食
育
は
知
育
・
徳
育
・

体
育
の
基
礎
と
な
る
。

○
本
物
の
美
味
し
い
給
食

⒉
参
加
者
の
感
想

○
具
体
例
で
実
践
に
裏
付
け

ら
れ
て
い
た
講
演
に
感
銘

し
た
。
講
師
の
人
柄
に
も

説
得
さ
れ
た
。
先
生
の
熱

意
が
伝
わ
っ
た
。

○
食
べ
る
こ
と
・
食
べ
る
も

の
・
食
べ
る
環
境
で
人
は

変
わ
る
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
食
育
が
大
切
な
こ
と

が
分
か
っ
た
。

○
今
回
の
議
会
の
取
り
組
み

は
素
晴
ら
し
い
、
感
謝
し

（
教
科
書
と
な
る
食
事
）

は
不
登
校
の
子
を
変
え
、

学
力
も
上
げ
る
。

○
生
涯
に
役
立
つ
食
習
慣
を

培
う
こ
と
が
大
切
で
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
さ
な
い
と
食
育
の
成

果
は
出
な
い
。

○
子
ど
も
を
健
康
に
育
て
た

い
思
い
を
本
気
で
、
皆
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

て
い
る
。
引
き

続
き
、
食
育
を

推
進
し
、
条
例

化
を
進
め
て
く

だ
さ
い
。

○
町
の
リ
ー
ド

で
、
食
育
を
町

民
に
啓
発
し
、

実
践
に
導
い
て

欲
し
い
。

《
振
興
文
教
委
員
会
報
告
》

～
町
児
童
セ
ン
タ
ー
、松
川
村
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子

ど
も
教
室
を
見
学
し
ま
し
た
～

　

振
興
文
教
委
員
会
で
は
、
池

田
町
児
童
セ
ン
タ
ー
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
町

児
童
セ
ン
タ
ー
、
松
川
村
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
見
学
し
ま
し
た
。
会

染
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
建
物

の
わ
り
に
子
ど
も
の
人
数
が
多

く
、大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

松
川
村
で
は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
を

明
確
に
区
別
し
て
お
り
、
地
域

の
人
の
力
も
借
り
、
子
ど
も
が

い
き
い
き
と
動
き
ま
わ
っ
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

池
田
町
に
あ
っ
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
行
政
と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

池
田
町
議
会
主
催
　
食
育
講
演
会
　
54
人
参
加
で
大
切
さ
を
共
有

食育は人を育て・地域を育てる
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100分間立ったまま熱弁した「市場祥子」氏

松川村放課後児童クラブ　

　
議
会
だ
よ
り
は
４
人
の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
意
見
を
参

考
に
編
集
し
て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。 

⃝

見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
。
毎
回
工
夫
が

み
ら
れ
、
編
集
委
員
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
。

⃝

「
高
照
山
桜
の
里
」
の
物
語
を
知
り
、
感
動
し
た
。

⃝

記
事
内
容
に
説
明
不
足
の
個
所
が
あ
る
。
改
善
を
。

⃝

「
な
ん
で
、
議
会
に
興
味
が
も
て
な
い
の
か
」
普
通

の
人
に
語
っ
て
も
ら
い
、
議
員
が
コ
メ
ン
ト
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
。

～
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
意
見
か
ら
～



編
集
後
記
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池
田
町
ガ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
会

は
、池
田
町
と
商
工
会
の
地
域

資
源
を
活
か
す
取
り
組
み（
地

域
C
I
事
業
）と
し
て
平
成
18

年
に
始
り
、今
年
で
結
成
12
年

目
に
な
り
ま
す
。他
市
町
村
に

な
い
住
民
協
働
に
よ
る
観
光
案

内
組
織
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。結
成
当

初
か
ら
代
表
を
勤
め
て
い
る
有

川
劭
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

◎
ガ
イ
ド
マ
ス
タ
ー
会
を
始
め

た
思
い
は
。
会
の
取
組
み
の

現
状
は
?

有
川
　
30
名
で
始
ま
っ
た
会

だ
っ
た
が
、
現
在
42
名
で
年
間

約
2
千
名
の
お
客
さ
ん
を
陸

郷
山
桜
ト
レ
キ
ン
グ
、
北
ア
ル

プ
ス
展
望
ウ
ォ
ー
ク
、
広
津
紅

葉
散
策
、
町
な
か
散
策
な
ど
で

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
池
田
町
の
美
し
さ
を
自
ら
楽

し
み
、訪
れ
た
人
に
も
楽
し
ん

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
始
め
ま

し
た
。苦
労
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。冬
季
に
は
、ガ
イ

ド
技
術
や「
お
も
て
な
し
の
心
」

の
向
上
を
目
指
し
、研
修
会
や

研
修
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
課
題
、　
町
・
議
会

へ
望
む
こ
と
は
?

有
川
　
会
員
が
老
齢
化
し
、

活
動
に
支
障
も
出
て
き
ま
し

た
。
新
た
な
会
員
を
迎
え
、

次
代
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
議
員
の
皆
さ
ま
も
お
忙
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
お
力
添
え
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
は
「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
づ

く
り
」
を
本
格
的
に
進
め
、「
癒

し
の
町
」
と
な
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
特
有
の
「
お
い
し

い
食
」
を
開
発
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

5月、新緑の「北アルプス展望の道」をガイドする会員

　
早
い
も
の
で
、
担
当
最
後

の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

と
な
り
ま
し
た
。

　
よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り

や
す
く
、
議
会
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
参

り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
モ

ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
議
会
事

務
局
・
編
集
委
員
の
皆
さ
ん

で
力
を
合
せ
編
集
で
き
た
こ

と
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
さ
ら

に
議
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
、
町
政
の
発
展
に
つ

な
が
る
「
議
会
だ
よ
り
」
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
委
員
会

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。薄

井
孝
彦

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
薄
井
　
孝
彦 

副
委
員
長
　
　
桜
井
　
康
人

委
　
　
員
　
　
倉
科
　
栄
司

矢
口
　
　
稔

大
出
　
美
晴

立
野
　
　
泰

 ― 第３回 ― 

池田町ガイドマスター会代表

有
ありかわ

川　劭
すすむ

　さん（渋田見坂
さかのす

下）

・昭和 16年、上田市浦里生まれ（75歳）
・中学校から池田町に在住
・県内各高校の教員を歴任
・定年退職後、池田町の良さを広く伝えよ
うと、「ウォーキングコース安曇野北アル
プス展望の道（クラフトパーク～大町山
岳博物館、　18.8Km）」を考案、日本
ウォーキング協会に申請、平成 16年「美
しい日本の歩きたくなる道 500 選」に選
定される。
・平成 18 年から池田町ガイドマスター会
代表
・池田町芸術文化協会会長、池田町美しい
まちづくり推進委員会会長

略歴・活動内容町
の
美
し
さ
を
自
ら
楽
し
む

ガ
イ
ド
を

会
員
増
と「
お
い
し
い
食
」を

　
議
会
報
編
集
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

池田町ガイドマスター会

 （池田町 2 丁目 金の鈴会館内
池田町観光協会）

電話　６２－９１９７
Fax 　６２－５６８８

「松代まち歩きガイド会」と交流


